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1．はじめに

　数量は，人間の生活にとって欠かせないものであり，

数量概念やその使用範囲が発展するとともに我々人間の

生活も発展してきたとも言える．そのため，人間の知的

能力の1っとして数量を扱うことやその概念を身にっけ

ることが古くから要求されてきた．

　数量を取り扱う能力や数量の概念をどれくらいの時期

から，また，どのように伝えていけばよいのかという問

いは，それぞれの時代に存在したことだろう．そして，

その時代の生活を基盤にその社会がもつ価値観や子ども

の発達観などの影響を受けて，これまで様々な考え方が

示され，また実際に数量の知識能力の伝達が行われて

きている．とくに，幼児教育の現場である幼稚園におい

ては，幼児期の数量指導がどのようになされるべきかと

いう議論がこれまで何度も繰り返され，様々なやり方で

数量の指導がなされてきた．

　わが国，日本の幼稚園において，幼児期の数量指導は

これまでどのように考えられ，実際にはどのように行わ

れてきたのだろうか．

　本論では，幼児の教育機関である幼稚園において，こ

れまで数量の指導がどのようになされてきたのかにっい

て調査，整理し，数量指導の変遷を明らかにする．そし

て，一これを明らかにすることよって，今後の幼児期にお

ける数量指導の方向性について検討するものである．

2．保育内容の基準の中で数量がどのように扱われてき

　　たか

家政学部児童学科保育内容研究室

　保育内容の基準の上で，数量の指導はどのように扱わ

れてきたのだろうか．まず，基準の上での数量指導の変

遷を整理する．

　（1）　『東京女子師範学校附属幼稚園規則』（幼稚園創

　　　設～明治31年）

　わが国に始めて幼稚園が設立されたのは，明治9年で

あり，その後明治31年までは，日本の幼稚園で統一され

た保育内容の基準はなかった．日本で初めての幼稚園，

東京女子師範学校附属幼稚園が設立されると，各都府県

でも幼稚園が次々に設立された．その保育内容は，地域

特有の内容が含まれているものももちろんあるが，ほと

んどが東京女子師範附属幼稚園における保育内容を参考

にしながら，というよりもほぼ真似ているようであった．

従って，この当時の保育内容の基準は，実質的に日本で

始めて幼稚園が設立された翌年の7月に制定された「東

京女子師範学校附属幼稚園規則』であったと言える．

　そこで，幼稚園が日本に設立されて十数年，当時の基

準は，『東京女子師範学校附属幼稚園規則』と考え，こ

の中で数量指導がどのように扱われているのかをみるこ

とにする．

　まず，保育内容としては3っの保育科目が設けられて

いるが，その中の第三知識科では，「観玩二由テ知識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヲ開ク即チ立方体或ハ幾個ノ端線平面幾個ノ角ヨリ成リ

其形ハ如何ナルカ等ヲ示ス」1）となっている．立方体と

はっまり恩物のことであり，恩物の中の第三，四，五，

六恩物の積木を用い平面や角，辺の数を知らせることで

その形の理解を促すということが，保育科目の3っめの
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知識科の具体的内容として記述されているのである．3

っの保育科目に含まれる25子目の中の「形睡の積み方」，

っまり第三，四，五，六恩物の具体的な指導の内容にっ

いての倉橋の説明2）をみると，「八適の木鐸を以て組合

　　　しかくかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し　か　く

したる立方状の一鵤を現すべし．……立方状の全膿を二
　　　　　よ　っ　　　　　　　　　　　　　や　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ

個に分ち，四個に分ち，又は八個に分ち，或は之を卓子
　　　　　　　　　　　　かぞふ　　　　　　　　　　　　　こころ
の上に列ね，或はその数を算計る如き幼稚の意に任すべ

し．……」となっており，恩物の中の積木を用いた指導

の中で数を数えるということがなされていたことがわか

る．当時の保育の中心でもあった西洋から導入された恩

物の中に，数量に関わる指導が基本的な形体の構造の理

解を促す内容とともに含まれていたのである．

　また，25子目の中には「計数」も含まれている．具体

的にどのように「計数」を指導するのかにっいては記述

されていないが，保育時間割表をみると，満3年以上満4

年以下では「一ヨリ十二至ル」，満4年以上満5年以下で

は「一ヨリニ十二至ル」，満5年以上満6年以下では「一

ヨリ百二至ル」と，扱う数の範囲を示している．この当

時の数量の指導は，「計数」，っまり，数えるということ

が中心となっていたようである．しかも，100までのか

なり大きな数まで数えることが要求され指導されていた．

　明治14年になると，それまでの保育科目に改正が加え

られた．恩物の中の「形禮の積み方」は名称を「木ノ積

立テ」と変えられたが，内容はそのまま残されており，

恩物を用いた数量の指導は引き続き行われていたようで

ある．一方，それまでの「計数」はなくなったが，「数

へ方」として数量の指導が加えられた．その具体的内容

も「数へ方ハ専ラ果物，小石，介殻其他ノ実物二由テ物

ノ数ヲシラシムルヲ旨トシ数ノ観念ヲ略得タルモノニハ

又実際二三十個以下の寄セ方引キ方をナサシメ兼テ十以

下ノ数字ヲ教フ．」3）とより高度な内容の足し算，引き

算や数字といったものが付け加えられたのである．

　数量指導の内容はそれまでのように数えることだけで

なく，小学校の算数的な高度なものが付け加えられるよ

うになったが，改正に当たっての保育の要旨では「……

又保育課中数へ方読ミ方等心意ノ労ヲ要スルモノハ之ヲ

時間ノ始メニ置キ……」4）と述べられおり，その方法は

より幼児が集中して取り組めるようにとの考えが見られ

る．

　さらに明治17年にも保育科目の改正が行われたが，数

量の指導に関するもはそのまま残され，明治14年に示さ

れた内容がそのまま引き続き行われていた．

　②　『幼稚園保育及設備規定』（明治32年～）

　明治32年6月，文部省令として『幼稚園保育及設備規

定』が制定された．これにより，ようやく幼稚園の目的，

編成，組織保育内容，施設設備に関する国としての初

めての基準が示されたことになる．

　この基準によると，保育内容は「遊嬉，唱歌，談話，

手技」5）の4項目とされた．「計数」や「数へ方」といっ

たそれまでの数量指導に直接関わる項目は，すっかり姿

を消してしまったのである．

　恩物にっいては，「手技」の中に含まれ，「手技ハ幼稚

園恩物ヲ用ヒ手及眼ヲ練習シ心意ノ発育ノ資トス」5）と

された．っまり，恩物を用いた保育は引き続き行われた

が，その主旨は手や眼の操作を練習することであり，そ

れまでのような数量の指導に関する内容は基準の中では

言及されていない．

　明治32年より，基準の上では，数量指導に関する保育

内容の項目が除かれてしまっているのである．実際の保

育の上ではどうであったのかにっいては後で述べること

にする．

　（3）『幼稚園令』（大正15年～）

　大正15年になると，『幼稚園令』が公布された．『幼稚

園令』では，同施行規則第二条の中で保育内容を規定し

ている．これによると，「幼稚園ノ保育項目ハ遊戯，唱

歌観察談話手技等トス」6）とされており，数量指

導に関する項目は見当たらない．

　基準の上では，この当時も数量指導に関する項目はな

かったのである．

　（4）『保育要領一幼児教育の手引き一』（昭和23年～）

　昭和23年には，文部省から幼児教育書として『保育要

領一幼児教育の手引き一』が刊行された．これによると，

6章の幼児の保育内容一楽しい経験一の中に，数量に関

する項目はやはり含まれていない．

　しかしながら，1章のまえがきには，幼児期は他の時

期とは異なった特質があり，この特質に適した教育の必

要性があると述べられ，第2章ではその発達的特質にっ

いて身体，知的，情緒，社会的方面からの解説がなされ

ている．2歳児～5歳児までのそれぞれの年齢毎にいく

っかの発達的特質が書かれてあるが，知的発達の特質の

中で数に関するものについては，3歳児では「四っのも

のを数える」，4歳児では「13まで正しく数える」「重さ

の比較ができる」7）などと説明されている．

　また，第3章の幼児の生活指導では，2番目に知的発
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達をとりあげ，子どもの自主性や興味に応じた指導，一

斉的指導ではなく個々の特性に応じた指導の重要性を強

調している．つまり，『保育要領一幼児教育の手引き一』

では，数量指導にっいての具体的内容は言及されていな

いが，発達的特質に即した教育の必要性が強調され，幼

児の発達を理解した上での子どもの興味，自主性に応じ

た指導が打ち出されているのである．

　（5）『幼稚園教育要領』（昭和31年～）

　『保育要領一幼児教育の手引き一』では，楽しい幼児

の経験が挙げられているだけであったが，昭和31年には，

保育内容にっいて小学校との一貫性を持たせ，領域を設

けて系統的に内容を示した『幼稚園教育要領』が刊行さ

れた．

　昭和31年の『幼稚園教育要領』では，数量指導を6領

域の1っである「自然」の中に含めている．「簡単な数

や量や形などに関心をもっようになる．」ことを達成す

る目標とし，「物の大小・形・数量や方向・位置・速度

などに関心をもっようになる．」という幼児期の発達的

特質をふまえて，「物の大小・軽重・数量・形などを比

べる．」といった望ましい経験を幼児にさせることがそ
の内容である8）．

　数量の指導にっいては，『保育要領一幼児教育の手引

き一』に比べると，より具体的にその内容が示されたと

いえる．

　（6）『幼稚園教育要領』（昭和39年～）

　昭和31年に出された『幼稚園教育要領』における基本

方針は，幼児の生活経験を重視するものであったが，領

域ごとに具体的な目標やそれが達成されるような経験が

出されているので，単にそこに書かれている事項を内容

として取り出し教育課程を編成していけばよいという傾

向が強くなってきた。そのため，昭和39年に『幼稚園教

育要領』の改訂が行われた．

　新しい『幼稚園教育要領』における数量指導は，やは

り前教育要領と同様に6領域の1つである「自然」に含

まれている．その具体的内容は資料1の通りである．

　数量指導にっいては，興味や関心をもっことと述べら

れ，これは前の『幼稚園教育要領』とほとんど変わらな

い．しかしながら，この事項に関する具体的な経験や活

動については，「物の大小・軽重・数量・形などを比べ

る．」とだけあったのが，改訂後は“比べる”ことに加

え，“分けたり寄せ集めたり”，“具体的な事物を数えた

り，順番を言ったり”，などより多様な経験や活動の内

容が示された．

　また，その指導にっいても「四に関する事項の指導に

あたっては，幼児の年齢や発達の程度に応じて，数量や

図形などに関して基礎となることがらの理解に役立っ経

験や活動をさせるようにすること．なお，数にっいては，

日常生活や遊びのなかで，幼児の年齢や発達の程度に応

じて具体的な事物と対応させながら取り扱うこと．また，

いたずらに数詞を多く覚えさせたり，多くのものを数え

させたりするようなことは望ましくないこと。」8）と留

意する点をあげ，より細やかな指導の在り方を示してい

る．

　（7）『幼稚園教育要領』（平成元年，現行）

　平成元年には再び『幼稚園教育要領』の改訂が行われ

た．これが現行の『幼稚園教育要領』である．

　現行の『幼稚園教育要領』では，数量指導については

5領域の1つである「環境」の中に含まれている．その内

容は資料2に示すとおりである．

1料資
四

「幼稚園教育要領」（昭和39年）よリ

　数量や図形などにっいて興味や関心をもっようになる。

（一）具体的な事物によって、量の大小を比べる。

（二）いくっかの物を分けたり寄せ集めたり、これらを整理したりする。

（三）日常生活の中で具体的な事物を簡単な数の範囲で数えたり、順番を言ったりする。

（四）長い短い、広い狭い、または速いおそいなどに興味や関心をもっ。

（五）物の形について興味や関心をもち、丸や四角などの特徴に気づく。

（六）前後、左右、遠近などの位置関係にっいて興味や関心をもつ。

（七）日常生活を通して時刻にっいて興味や関心をもっ。
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資料2　「幼稚園教育要領」（昭和元年）より

1　ねらい
　（3）

2　内　　容

　（8）

3　留意事項

　（2）

身近な事象を見たり考えたり扱ったりする中で、ものの性質や数量などに対する感覚を豊かにする。

日常生活の中で数量や図形などに関心をもっ。

数量などに関しては、日常生活の中で幼児自身の必要感に基づく体験を大切にし、数量などに関する興

味や感心、感覚が無理なく養われるようにすること。

　まず，ねらいが示されているが，「……数量などに対

する感覚を豊かにする」というように，数量感覚を養う

ことがねらいになっているのである．数量についての認

識を高めたり，数量を扱うことができるようになること

ではなく，現行の教育要領では，数量的思考力の基礎と

なる数量感覚を豊かにすることが幼児期には大切である

との考えが示されているのである．

　指導の内容にっいては，「数量や図形に興味や関心を

もっ」と，改訂前の教育要領と変わっていないが，「日

常生活の中で」という言葉がその頭につけられた．改訂

前の教育要領の際も『幼稚園教育指導書』の中で「日常

生活の中で」ということは述べられてはいたが，改訂後

の教育要領ではより強調されるようになったと言える．

そして，改訂前には，具体的な経験や活動が多く挙げら

れていたが，改訂後の教育要領では「日常生活の中で数

量や図形に関心をもっ．」とだけ示されている．

　また，指導上の留意する事項では，「必要感に基づく

体験を大切にし」，「興味や感心，感覚が無理なく養われ

るようにすること．」と，改訂前の教育要領に引き続き，

幼児期の特性をふまえた日常生活の中での指導の重要性

を示し，教え込む教育ではなく幼児自身が無理なく数量

感覚を身に付けることを強調しているのである．

　（8）まとめ

　幼稚園が日本に設立されてから十数年の頃までは，日

本古来からある伝統的な計数や計算，そして西洋から導

入された恩物による2っの方法で数量指導がしっかりと

行われていた．しかしながら，国として初めて保育内容

の基準を示した明治32年の「幼稚園保育及設備規定』で

は，4項目の保育内容から除かれてしまったのである．

その後も大正15年に『幼稚園令』が公布されたが，この

時にも保育内容の中に数量指導に関する項目はなかった．

それまでの保育実践と研究が基礎となって，このように

数量指導が保育内容から除かれたのだろうか．このこと

にっいては，基準の中での扱いだけでなく実際の保育現

場でどのように数量指導が扱われてきたかをみる必要が

あるだろう．従って，次の章で述べることにする．

　明治32年から50年もの間，数量指導にっいては全く触

れられてなかったが，昭和23年の『保育要領一幼児教育

の手引き一』が刊行され，再び数量指導にっいて触れら

れるようになった．その後，昭和31年，39年，平成元年

に『幼稚園教育要領』が出されるたび数量指導の内容や

指導の方法などが微妙に変化し，現在に至っている．

　『保育要領一幼児教育の手引き一』では，幼児期の発

達的特質に即した教育の重要性というそれまでに示され

ていなかった考え方が示され，数量に関する各年齢の発

達にっいて述べられた．そして，知的発達に関する指導

について，幼児の発達を理解した上での子どもの興味，

自主性に応じた指導が強調されたのである．けれども，

数量指導にっいての具体的内容は言及されていなかった．

　数量指導にっいての具体的な内容が再び示されたのは，

昭和31年の『幼稚園教育要領』であった．その内容は，

具体的に「物の大小・軽重・数量・形などを比べる．」8）

といった望ましい経験として示されたのである．また，

発達的特質に即した指導という考え方は引き続き示され

たが，その発達的特質は『保育要領一幼児教育の手引き一』

で示された各年齢ごとの○○ができるようになるという

ような能力としての発達の捉え方ではなく，「物の大小・

形・数量や方向・位置・速度などに関心をもっようにな

る．」8）と，広い視野での発達の捉え方になった．昭和

39年の「幼稚園教育要領』では，数量指導の内容がより

多様に7項目も列挙された．また，その指導にっいては，

発達に応じた指導の重要性に加え，日常生活や遊びのな

かでの経験を重視する考えが新たに示された．現行の

『幼稚園教育要領』でも改訂前の主旨はほぼそのままで

あるが，さらに数量感覚を養うこと，また必要感に基づ

く体験を大切にすることが示された．
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　以上のように保育内容の基準を数量指導という観点か

ら整理してみると，

①幼稚園創設から十数年間は，西洋から導入された恩

　　物による数量指導と日本古来からある伝統的な計数

　　や計算を教える数量指導の時期，

②明治32年～昭和22年頃は，数量指導にっいて全く触

　　れらていない時期，

③昭和23年以降は，幼稚園における幼児にふさわしい

　　数量指導の在り方について模索している時期

　　・昭和23年～：幼児期の発達的特質に即した指導を

　　　　　　　　　強調

　　・昭和31年～：経験することの重要性が述べられ，

　　　　　　　　　幼児に望ましい経験が示された

　　・昭和39年～：日常生活や遊びの中での経験を重視

　　　　　　　　　する考えを強調し，望ましい経験が

　　　　　　　　　列挙された

　　・平成元年～：幼児期は数量的思考力の基礎となる

　　　　　　　　　数量感覚を養う時期であるとし，数

　　　　　　　　　量感覚を日常生活の中で経験するこ

　　　　　　　　　との重要性を強調

であったことがわかった．

3．保育現場において数量指導がどのように扱われてき

　　たか

　（1）明治期の数量指導

　明治32年までは，日本で始めて設立された東京女子師

範学校附属幼稚園の規則が事実上の規準となっていたが，

それぞれの幼稚園では実際にどのように数量指導を取り

扱っていたのだろうか．

　まず，明治32年に『幼稚園保育及設備規定』で示され

た保育項目から数量指導が除かれるに至るまで，各幼稚

園における保育内容の中に数量がどのように扱われてい

たかにっいて，その変遷を整理する．明治期の保育内容

の変遷にっいては，安齊智子，柴崎正行9）が詳細に整

理，分析しているので，これを参照しながら，各幼稚園

における保育規則や保育課程・保育時間割，幼稚園設置

の際の設置伺書，あるいは各幼稚園の記念誌等から得ら

れる資料を基に，数量指導に関する保育項目の有無の変

遷を示したのが表1である．

　この表からは，明治25年頃を境にして数量指導に関す

る項目が保育内容から消えていることがわかる．明治32

年の『幼稚園保育及設備規定』で保育項目から数量指導

が除かれる以前に，すでに各幼稚園では保育項目から数

量指導を除いていたのである．群馬の高崎幼稚園では，

明治21年にすでに数量指導に関する保育項目を幼稚園の

規則から除いている．また，岡山県でも明治24年には旭

東幼稚園，明治29年には倉敷幼稚園と笠岡尋常小学校附

属幼稚園，明治30年には深低幼稚園と，あいっいで数量

指導を保育項目から除いている．東京女子師範学校附属

幼稚園よりも先に，数量指導を保育項目から除いていた

幼稚園がいくっもあったのである．

　初期の頃は，ほとんどの幼稚園が東京女子師範学校附

属幼稚園の保育科目をそのまま模倣しており，「計数」

あるいは「数へ方」などの数量指導を行っていたが，日々

の保育実践や研究の申で，このような結果になったのだ

と考えられる．例えば，大阪の愛珠幼稚園では，明治26

年に「数え方もまた幼児の能力に適せぬことを認めこれ

を廃す」10）という記述が残されている．

　では，明治初期に行われていた「計数」，「数へ方」と

言われる数量指導は具体的にどのような指導であったの

だろうか．明治の初期は，具体的な保育の様子が記述さ

れたものが少なく，各幼稚園規則や設置伺書などに挙げ

られた保育項目がわかる程度である．当時の幼稚園の模

範となった明治10年最初の東京女子師範学校附属幼稚園

規則では，保育項目の中に「計数」が含まれているが，

それは，倉橋の「日本幼稚園史」によると，「簡単な数

の扱い」11）としか述べられていない．明治14年の保育科

目改正では，「計数jから「数へ方」となり，その内容

は果物や小石，介殻など実物の数を知らせること，30以

下の足し算引き算，又10以下の数字を教えることであり，

より高度な内容の数量指導となっている．これを真似て

他の県の幼稚園でも「数へ方」を保育項目の1っとして

いるが，その内容は各々の幼稚園で若干異なっていると

ころもある．例えば，明治17年の岡山県師範学校幼稚

科規則では，「数へ方ハ実物ニッキテ数へ方ヲ知ラシム

ルヲ旨トシ兼ネテ以下ノ数字ヲ史シラシムルニ注意スベ

シ」12）となっており，計算が除かれている．また，同じ

く明治17年，京都の小学校附属幼稚保育科規則でも「数

へ方ハ実物二就キテ数へ方ヲ知ラシムルヲ旨トシ兼ネテ

十以下ノ数字ヲ知ラシムルニ注意スルヲ要ス」13）と計算

は除かれている．数量指導にっいても，その土地の生活

や価値観など，それぞれの状況に合った内容が考えられ

ていたのである．

　このように「計数」「数へ方」などの数量指導が保育

（37）
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表1　明治期の幼稚園における「数量指導」に関する保育項目の有無

年代　幼稚園 地域
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東京女子師範学校附属幼稚園規則（＊4）

大阪府立模範幼稚園「幼稚園手引」（＊5）

岡山区公立小学校教則下等小学教則幼稚科（＊6）

鹿児島女子師範学校附属幼稚園規則（＊7）

桜井女学校附属幼稚園規則（＊8）

愛珠幼稚園志留弁（＊9）

東京女子師範学校附属幼稚園保育科目改正（＊10）
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岡山県師範学校幼稚園科規則（＊21）
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幼稚保育規則（岡山県）（＊24）

幼稚開誘室開設当初（＊25）

大聖寺京達小学校附属幼稚園設置伺（＊26）

長崎県師範学校附属幼稚科規則（＊27）

誠之小学校附属幼稚室設置願（＊28）
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京都府尋常師範学校附属小学校幼稚保育科規則（＊30）
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1
2
2
3
4
4
5
5
5
6
6
9
9
0
1
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3

M
M
M
M
M
M
…
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
…

高崎幼稚園規則（＊32）

公立番町高等尋常小学校附属幼稚園設置伺（＊33）

大阪市幼稚園規則（＊34）

公立赤坂高等尋常小学校附属幼稚園保育課程表（＊35）

磯川小学校附属幼稚園幼稚園設置之儀申請（＊36）

岡山市立旭東幼稚園保育規定（＊37）
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内容の1っとして扱われていたことは，当時の父母の要

求が大きな1っの理由となっていると考えられる．例え

ば，明治5年の学制には，幼稚小学は「男女ノ子弟六歳

迄ノモノ小学二入ル前ノ端緒ヲ教ルナリ」14）と規定され

ており，小学校の設置だけで幼稚小学まで手がおよぼな

かったために当時は就学前の幼児を父母の希望で小学校

に入学させることを許されていたところが多かった．そ

して，幼児を小学校へ入学させることを希望する父母が

多かったことは，明治17年に文部省から「学齢未満ノ幼

児ヲ学校二入レ学齢児童ト同一ノ教育ヲ受ケシムルハ其

害不勘候條右幼児ハ幼稚園ノ方法二因リ保育候様取計フ

　　　　14）　　　　　　と通達を受けたことからもわかる．実際，ヘシ……」

父母から幼稚園では何も教えてくれないから困るという

ような不平があったことから，幼稚園と小学校とのっな

がりのことも考慮して，東京女子師範学校「附属小学校

の最下級と幼稚園の最上級とを一緒に纒めてしまったこ

とがある．」15）のである．当時我が子に幼児期から小

学校で行われるような読み書きや算数の指導を望んでい

た親が多かったことがわかる．従って，この当時は幼稚

園でも単に数を数えることだけにとどまらず，計算や数

字にっいてもしっかりと数量の指導を行うことが強く求

められていたと言える．

　しかしながら，前述の愛珠幼稚園のように，日々の保

育実践から幼稚園ではこのような小学校的な指導は幼児

には合わないという考えが強く出されるようになってき

たのである．このように親のニーズを受けながら，幼稚

園における保育実践の経験のなかでこのような数量指導

は，各幼稚園で除かれていったのである．そして，明治

30年頃には「幼稚園は読書を教へるものでもなければ，

算術を教ヘルでもない，……」16）という考えが現場で

は一般的になってきたのである．

　一方，明治期の保育では，「恩物」が最も重視されて

いる．当時の保育項目の中の第三，四，五，六恩物を用

いた「形腔の積み方」では，立方体の平面や角，辺の数

を知らせたり，立方体そのものの数を数えることを行っ

ていた．恩物は，フレーベルの“神性を持っている人間

が神の認識に到達するために神の創った自然を研究する”

との考えから，神の創った自然界の姿を象徴したもので

ある．いくつかの小さな立方体や三角柱などからなる大

きな立方体であり，その1っ1っの形やそれらによって

作られる形の構造を幼児に示し理解を促すものであった

が，当然その中には数量に関する内容が含まれていたの

である．当時の保育の様子にっいて記述されているもの

を見ると，積木という項目で「入園当時は正方形，長方

形，を四っ与えて随意にせしめ其れと共に四の数へかた

も練習せり其の後正方形長方形を五っ又は六っ与えて五

六等の数へかたを練習せり……而して積木の度毎に八の

数へかたをなすを例とせり……数へかたの練習は他のも

のによりてもなせりが主として此積木によれり……」17）

とある．積木，っまり恩物によって数量指導は行われて

いたようである．

　『幼稚園保育及設備規定』では，保育項目から「計数」

や「数へ方」を除き，「恩物」はその名称を「手技」と

変えて「形膿の積み方」もその中に含めてしまったが，

当時の保育は「恩物」がまだ重視されていたので，以上

のような「恩物」を用いた数量指導が行われていたこと

が推察される．

　②　大正期の数量指導

　大正時代においても，数量指導が保育項目から除かれ

た『幼稚園保育及設備規定』が規準となっていたが，実

際の保育現場では数量指導を全く行っていなかったので

あろうか．明治25年以前はどの幼稚園でも小学校的な数

量指導が行われていたが，それ以降は保育項目には全く

数量指導に関する内容は見当たらない．

　ところが，明治の終わり頃には「子どもが三才以上に

なったら数を勘定するようになります，家庭では三才以

下でも数の観念が生じて居る，……況や幼稚園では三才

以上の者ですから十までの数の勘定はできる筈でありま

す，然るに読書算の如きは保育上禁ぜられて小学に於い

てなすべきことで幼稚園ではなすべきことではないとし

てあります，これは如何でしょうか，児童には早や要求

が起こって居るに拘らず矢張り小学校にゆづらねばなり

ませぬか，これも一っの矛盾ではなかろうか，」18）と幼

稚園の保育内容から数量指導を全く無くしてしまったこ

とに対して，疑問を訴える者もいた．また，大正期に入

ると，文字や数の指導に対して「……私の考えでは上の

組で子供が覚えたいならば教へてもよいと思ふが小学校

式にやるのはむりなことと思ふ」19）とそれまでの小学校

的な内容と指導法には疑問をもっが年長の子どもには子

どもの自主性を尊重した上での指導は良いのではないか

という見解もみられるようになった．

　また，実際の保育現場では，明治の後半に記述された

ものであるが，遊嬉の中の「時計」という遊び（と言わ

れているもの）の中で「……時計の音を数ふるに幼児声

（39）
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を出して数ふること……此遊びに於いては幼児に数ふる

ことを最も興がりてなすを……」20）と，数量の指導が遊

嬉のなかで行われている様子がわかる．大正期にも「……

又は数に就いての智識が劣って居る子には，数の名称や

観念を教へる事もあり，……」21）という記述があり，保

育項目の中に数量指導はなくなっているものの実際には，

以前のような小学校的な指導方法ではないが数量の指導

が行われていたのである．

　さらに，大正後期になると，幼児期の数量概念の発達

にっいて述べられるようになる．東京市視学の山内太一

は，幼児はただ数を唱えることはできるが基数の認識は

ないことを指摘し，「数をたくさん児童に教へ込むより

は，十位まででよろしいから，数の内容に関するはっき

りした意識を有たせたいものです．」22）とし，その指導

にっいては「子供の生活に深いもので，度々十という数

を示すのです．」22）と述べている．また，東京女子高等

師範学校訓導の岩下吉衛は，「四歳の子供は不完全なが

ら数詞を覚え，無秩序ではあるが之を唱へる．五歳になっ

たばかりの子は既に実物にっいて五十位までは正しく数

ているのである，

　しかしながら，大半の幼稚園では保育項目の中に数量

へることが出来，五歳の終りには，二十以下の数なら抽

象的な数の分解結合が出来るものである．」23）と幼児期

の数の発達にっいて示し，さらに「児童等の一日の生活

殊に遊戯中に之を仰ぐがよい，……一日を暮す自然の生

活の中に数量指導の機会を見逃さぬ様にするのであ
る」23）と数量の指導法について述べている．

　大正後期は，幼児期にどの程度の数量概念が発達して

いるかを捉えた上で，幼児期の特質に合った指導法にっ

いての考えが出され始めた時期でもあった．

　（3）昭和期の数量指導

　昭和初期の規準となっていた『幼稚園令』では，遊戯

唱歌，観察，手技の5項目の保育内容のなかに数量指導

は入っていなかったが，最後に「等」という言葉がっけ

られ，これは各幼稚園が適当と考える保育内容を設ける

ことを認めたものであった．従って，いくつかの幼稚園

では，数量指導を保育内容の項目の一つとして設けてい

るところもあった．

　資料3

四月十七日

五月三日

五月七日

五月十七日

五月二十九日

六月六日

九月九日

十月十六日

十一月二日

十一月二十五日

倉吉幼稚園　保育内容「数え方の時間」

七つまで指、紙、計数器にて数へる。色の見分け、五色、赤白、青、緑黄色彩の認識

十迄

指折りの練習

指折り　個々に発表さす

耳、目の試験

計数器にて、色々試験す

色々の試験

人、鳥、動物にっいて

耳、眼の試験

個々に発表

　日本保育学会編　「日本幼児保育史　第四巻」フレーベル館　より

　例えば，倉吉幼稚園の昭和10年の保育内容には，数え

方の時間が設けられている24）．その内容は資料3に示

すとおりである．「練習」であるとか，「試験」などとい

う言葉が用いられ，数量指導をしっかり行っていた様子

が分かる．また，昭和45年に，昭和前期に創立された幼

稚園のうち100園に対し，当時の保育内容を調査したも

のを見ると，少数ではあるが，広島の音戸幼稚園，金沢

の大谷金沢幼稚園で行われていたようである．大谷金沢

幼稚園では，特に力を入れていた内容に数量指導をあげ

指導は入っていない．けれども，全く数量指導が行われ

ていなかったわけではないようである．

　当時の明石女史師範学校附属幼稚園の保育案をみると，

当時の保育の中で最も重要視されていた「遊戯」の中で

数量の指導が行われていたことがわかる25）．その内容

は，資料4に示すとおりであるが，年長組の「果物屋遊

び」の中に売買実習という活動を設け，その中で10以下

の数観念を導くようにしている．東京府女師附属幼稚園

のト部たみも，「子供の生活の中に遊びの中に凡ての原

（40）
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始学習の行われている事」を前提に，数えることに関係

のある生活や遊びを挙げて，幼児期の数量指導は幼児の

生活，遊びを十分にさせることが大切であり，生活や遊

びの中で数量に関する事柄を見っけ出し指導するのが良

いと言っている26）．また，東京市本郷大和郷幼稚園の

坂内ミツは，「毎日生活して行く内に其機会を得る事が

澤山ある」と幼児の生活の中で数量の指導を行うことの

重要性を述べ，「興味を本意にし数へないで居られなく

なって数へるといふようにしたい．」と幼児の興味と自

主性を大切にし，「数へる事にっいて興味が起こったな

らば実物について数へる機会を多くつくるのである．」

と，数えることに重点をおいていた27）。このように昭

和に入ると，幼児の生活や遊びの中で数量にっいての指

導が幼児期には適しているとの考え方が，保育現場から

起こっていた．

　さらに，幼児期の発達にあった指導の必要性というこ

とから，大正期の終わり頃より幼児期の数量概念の発達

を明らかにしようとする試みも行われていた．東京女子

師範学校附属幼稚園では，4歳の子どもにボタンの数を

数えさせたり，指定した数のボタンを取らせるなどの課

題を与えて，どの程度その能力が備わっているかについ

て調査を行っている27）．幼児期の各年齢にどの程度の

数量に関する能力が備わっているのかを把握し，幼児期

に無理なく，発達にあった指導を行うとの考えが一般的

になっていたようである．

　以上のように，その方法論という視点では幼児期の発

達的特質に即して，日常生活の遊びの中での指導が重要

であるとの考えに至っている．また，その内容は，専ら

数えることに主眼がおかれていたようである．

　戦後になると，欧米で発展してきた発達心理学の研究

成果から大きな影響を受けるようになった．その中でも

ピアジェの子どもの思考の発達の研究は，最も影響を与

えている．ピアジェは，まず，数には順序付けと階層的

包括の関係があると，数の構造を示した．そして，保存

の実験から，幼児期は論理的思考ができず直感的思考の

段階であるとした．そこで，数には構造があり論理的な

ものであるから，これまでの数え主義の指導ではなく，

数の構造を理解するような系統立てた指導が必要との見

解が生まれたのである．また，論理的思考と直感的思考

を結ぶものとして半具対物の導入が効果的であると，具

体的な数量の指導法にっいても考えられるようになった

のである．日本では，遠山啓の指導によって創り出され

た「集合の『大きさ』としての基数を主体とし，位取り

の原理に基づいて筆算を体系化した」28）水道方式と呼ば

れる指導法が有名である．水道方式では，半具体物とし

て，タイルを教材として用いている．この水道方式によ

る指導は，初等教育において大きな成果を上げたと言わ

れた．当時，保育現場でもこの水道方式による数量指導

が導入されたところも少なくなかった．水道方式が導入

されないまでも，これまでの数え主義の指導が批判され，

数量の構造の理解の指導の必要性が訴えられるようにな

った．

　また，昭和は知的早期教育の効果が多く叫ばれるよう

になり，早期教育に関連した産業が著しく発展した時代

であり，ワークブックなどの教材が保育現場にも押し寄

せてくるようになった．そのため，私立幼稚園では日常

生活とは離れたところで，ワークブックなどの教材を用

いた数量指導が行われるところも多かった．

　戦後は，幼児を目の前にした保育経験から生まれた

「幼児の興味と自主性を大切にした日常生活や遊びの中

での経験を大切にする」という考えと，発達心理学や数

学教育の立場から生まれた「意図的，系統的に指導すべ

き」という考えが同時に存在し，私立幼稚園では様々な

立場に立って数量指導が行われていたと言える．

　（4）現在の数量指導

　平成になると，日常生活や遊びの中での指導を重視す

る考えや系統的指導を重視する考えなど，様々な形の数

量指導が存在している状況に対し，新しい『幼稚園教育

要領』では日常生活や遊びのなかでの数量指導が引き続

き強調された．そして，幼児の遊びについては「自発的

な遊び」が強調され，また必要感に基づく体験が重視さ

れて，より幼児自身の日常生活と遊びに根差したものと

なった．

　これは，「数遊び」などのように遊びという名であり

ながら日常生活とは離れたところでの一方的，一斉的な

指導が行われているなど，遊びの解釈が様々であったこ

とに対し，幼児の自発的な遊びこそが幼児の発達に意味

のあることだということを示したと言えよう．

　しかしながら，日常生活や自発的な遊びの中において

幼児に数量の何が育っているかということは直接には見

えにくいために，保育現場では実際にどのように指導す

ればよいのかについて模索しているのが現状のようであ

る．また，私立幼稚園では，すぐに効果の見えやすい一

方的な教え込みによる指導に流れたり，独自の方法と信

（42）
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念をもった早期教育を貫いている幼稚園も存在している

ようである．

　そのため，日常生活や幼児の自発的な遊びの中でどの

ような数量に関する事柄が育っているかにっいての研究

が行われている．文部省の委託研究「幼児期における数

量的思考力の基礎となる能力の発達と幼稚園におけるそ

の指導方法の開発に関する研究」では，幼児期は数量概

念の基礎となる数量感覚を養う時期であることを前提と

し，幼稚園における生活や遊びの中で幼児が数量感覚を

体験していると思われる事柄を詳細に記録した29）．こ

れによると，幼児はあらゆる場面において，様々な数量

感覚を体験していることが詳細にわかる．このような試

みは，イギリスのEMEプロジェクトにおいてもなされ

ており，幼児の生活，遊びの中での体験が重要であるこ

とが示されている30）．

　このような保育現場に根差した研究により，どのよう

な幼児の生活や遊びの中での体験が，どのように数量の

発達に関係しているのかにっいて，より具体化され，そ

の重要性が徐々に示されてきているのである．

　（5）まとめ

　保育現場では，幼児を目の前にした各園における日々

の保育実践とその研究から，現在のような数量指導へと

確立していった過程があった．そして，そこにはその地

域と親たちのニーズや，発達心理学の研究成果，大脳生

理学を根拠に早期教育を訴える教育産業などの影響を強

く受けていたことも忘れてはならない．しかしながら，

それらの影響を受けながらも，実際の幼児を目の前にし

てそれぞれの幼稚園の中で保育実践を繰り返しながら，

幼児に適したものをとの姿勢は貫かれていた．

3．考　察～幼稚園における数量指導の変遷に影響

　　　　　　　　を与えたもの～

　明治初期，日本に幼稚園が設立されてからこれまでの

数量指導の変遷をみてみると，日本古来の伝統と欧米か

らの影響を受けながら歩んできたことがわかる．

　明治初期の頃の保育では，日本の伝統的な学習，読書

算の1っである計数や計算なども幼稚園で教えていた．

しかしながら，一方的，一斉的な知識を伝達するような

小学校での指導をそのまま行う計数や計算の指導は，幼

児には適さないとの理由ですぐに保育の現場から姿を消

してしまった．また，一方では，日本に幼稚園を設立す

るにあたり，恩物を中心にした西洋の保育が導入され数

量に関する指導もその中で行われていた．恩物は，神の

創った自然界の象徴としてものの構造の理解を示したも

のであり，立方体等基本的な形の結合と分解によってそ

の構造を知り，その構造を知ることはまさに数量の理解

を促すものでもあった．けれども，この本来的な恩物の

意味を日本人は理解できなかったために，単に積木の数

を数えること，立方体の角や辺，面の数を数えることを

行ってそれが数量の指導となっていた．西洋の影響を受

けながらも日本の伝統的な内容が入り込み，両者が交じ

り合った形になっていたと言える．

　その後，明治後期から，大正，昭和まで，数量指導の

内容にっいては，「数え主義」と後に批判されるように

日本の伝統的な数えることに重点をおいた指導がっつい

ていたが，昭和中頃より，数えることだけではなく数の

構造を理解させる指導の必要性が述べられ，集合の理解

などが内容に加わるようになった．これは，欧米で発展

した発達心理学の影響を受けた結果といえる．

　数量指導の方法にっいては，以上のような数量指導の

内容と関連しながら，日本独自の発達観や欧米から入っ

てきた発達心理学などの影響を受けっっ，各幼稚園の保

育実践の中から生まれたと言えるだろう．一方的，一斉

的な幼児期の特質を無視した日常生活とは離れた指導か

ら，幼児期の発達的特質を踏まえ日常生活や遊びの中で

の経験を重視した指導へと少しずっ移り変わってきた．

保育者は実際に幼児を目の前にして，幼児期に適した方

法を模索し，実践していかなければならなかったのだろ

う．

　日本独自の古くから受け継がれてきている保育者自身

の根底にある価値観や発達観，そして，欧米から入って

くる思想や学問の影響を受けて，日本の幼稚園における

数量指導は以上のように変遷してきたと言える．

　人間が数量を扱うということは生活と深く関係し，そ

れぞれの土地の文化にあった数量の発展があった．その

数量を次世代へ伝達していくという行為は，連続的な歴

史性をもっ我々の価値観や子どもの発達観，そして数量

に対する考え方が根底にあるだろう．本論では，規準の

上での数量指導に対する捉え方と，保育現場での実際の

数量指導がどのような過程を経て現在のようになったか

を明らかにしてきた．その変遷には，幼稚園の設立以前

から，人間が数量とどのように生活してきたか，子ども

の発達をどのように考えてきたかということが深く関わっ

ているだろう．さらに数量指導の変遷を明らかにするに

（43）
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は，幼稚園設立以箭の人間と数量との生活，子どもの発

達観にっいて，検討することが必要である．そして，そ

れは今後の幼児期における数量指導を検討する上で大き

な示唆を与えることになるだろう．

　昨年，目先の結果を問題にして専ら知識を獲得するよ

うな早期教育に対して，将来にわたって学ぶ力の源泉と

なる力を育むことを目指そうとする方向性が，「時代の

変化に対応した今後の幼稚園教育の在り方に関する調査

教育協力者会議」の最終報告として示された31）．現在，

数量指導も含めた知的教育に対する理解と取り組みは様々

である．本論で明らかにしてきたように，幼稚園が設立

された当初から知識を伝達するだけの教育の在り方が問

われ続けている．しかしながら，欧米で発展してきた内

容をそのまま導入するということでは解決できない問題

である．日本入の生活に根ざして，人間の知とは何か，

これからの社会我々人間が生活していくのに必要な知と

は何か，数量指導で言うならば，人間にとって数量は何

か，生きていく上でどのような数量に関する事柄を伝え

たいか，について捉えなおす必要があるのだろう．それ

は，古来より受け継がれてきた我々の根底にある世界観

や価値観発達観が基盤となっていくだろう．
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